
 
※ポイント…流れの速さが変わっても、出会うの

にかかる時間は変わりません。それを踏まえて

グラフをかくと(図１)のようになります。 
 
（１）P について線分図をかくと(図２)のよ 

うになり、 
①が550m、②が550 (m)  11002 =´ (m) 

 1.1= (km) ということがわかります。 
P と Q は合計で11km 進んでいるので、 
(P と Q の速さの和)：(出発前の流れの速さ) 
= 11： 55.0  = 20 ：1 
(静水時の速さ)：(出発前の流れの速さ) 
= )220( ÷ ：1  
= 10：1 
出発前の流れの速さを①とすれば、P と Q 
の速さの和は⑳、静水時の速さは⑩だから

速さの比は(表)のようになります。 
また、P が10分早く到着したことから、時間

の線分図をかくと(図３)のようになり、予定で

は120分で到着するはずだったことがわかり、 
P の予定の速さは、 
11(km) 2÷ (時間) 5.5= (km/h) 
これをもとに(表)の右半分（時速）をうめるこ

とができます。以上から、出発前の流れの速

さは、 

5.5 (km/h)
11
1

´ 0.5= (km/h) …（答） 

 
 
（２）BD：DA は P と Q の実際の速さの比と 

等しいので、 
4 ：6  = 2 ：3  …(図４) 

となり、DA 間を進むのにかかる時間は、 

BA 間を進む時間の
5
3

となる。よって 

11(km) 4÷ (km/h)
5
3

´ 9960 =´ (分) 

=1(時間)39 (分) …（答） 
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